


　１．繊維形状のため排水性がよく、保水性が低い。
　２．添加した化成肥料が流亡する割合が多く、栄養不足(窒素飢餓)
　　　になりやすい。
　３．生チップの発酵が起き、導入植物の栄養を吸収する為、栄養が
　　　吸収できず、生育不良になりやすい。
　４．植物が生育するのに多くの時間を要する為、基盤が長期にわた
　　　って安定することが求められる。

　１．保水性・保肥性にすぐれた黒土入り副資材（ポノ）を混合し長
　　　期にわたって固化を持続するハーデンＲＭを使用することで、
　　　問題点を解決します。

 

 石灰水和反応(生石灰＋水→消石灰＋反応熱)

 ポゾラン反応(消石灰＋アルミナ＋水分→ケイ酸カルシウム水和物)
　 (消石灰＋シリカ＋水分→アルミン酸カルシウム水和物)

 エトリンガイド生成反応
　　　 (消石灰＋アルミナ＋石膏→エトリンガイド〔針状結晶物〕)

 モノサルフェート生成反応

 石灰炭酸化(消石灰＋炭酸ガス→炭酸カルシウム)

 土粒子 スラッジ 針状結晶

水分


